
ア． 通勤・通学の便利さ

イ． 鉄道の利用しやすさ

ウ． 自動車の利用しやすさ

エ． 路線バスの運行本数

オ． 路線バスのルート

カ． 広場や公園などの整備

キ． 生活道路の整備

ク． 上水道の整備

ケ． 下水道の整備

コ． �スーパーなど買い物先の

立地

サ． 役所など行政窓口の立地

シ． �病院など医療福祉施設

の立地

市
の
人
口
の
推
移

人
口
が
減
る
こ
と
の
影
響

結
果
概
要
の
お
知
ら
せ

生
活
環
境
の
重
要
度
・
満
足
度

よ
く
利
用
す
る
公
園

徒
歩
圏
で
生
活
で
き
る

居
住
環
境
整
備
が
ト
ッ
プ

日
用
品
の
買
い
物
先

買
い
物
先
へ
の
移
動
手
段

か
か
り
つ
け
の
医
療
施
設

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

　
市
の
人
口
は
2
0
0
0
年
頃
か
ら
減

少
へ
と
転
じ
、
2
0
1
0
年
と
比
較
し
て

2
0
4
0
年
に
は
約
24
％
減
少
し
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
は
全
体
の
3
分
の
1
を
超
え
る

見
通
し
と
な
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
は
、
今
後
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
診
療
所
な
ど
の
撤
退
、
バ
ス
や
鉄
道
の

利
用
者
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
路
線
や
本
数

の
減
少
、
市
の
税
収
が
下
が
り
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
持
続
可
能
な

都
市
運
営
の
た
め
、
人
口
減
少
を
見
据
え
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
は
、
居
住
や
都
市

機
能
の
集
積
に
よ
り
、
生
活
利
便
性
の
維
持
・

向
上
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
に
よ

る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

効
率
化
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
の
有
効
な
政

策
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
と
連
携

し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図

り
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
平
成
21
年
に
策
定
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
や
地
区
ご

と
の
整
備
方
針
な
ど
を
定
め
る
「
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
を
行
う
と
と

も
に
、
新
規
で
「
立
地
適
正
化
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。

　
立
地
適
正
化
計
画
は
、
市
の
特
性
を
踏
ま

え
た
上
で
、
今
後
、
居
住
を
誘
導
し
、
人
口

減
少
下
に
お
い
て
も
人
口
密
度
を
維
持
す
る

「
居
住
誘
導
区
域
」
や
、
商
業
・
医
療
な
ど
の

都
市
機
能
を
誘
導
す
る
「
都
市
機
能
誘
導
区

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
と
立

地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
平
成
30

年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
回
答
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
も
よ
く
行
く
日
用
品
の
買
い
物
先
は

「
市
内
」
が
71

・

7
％
、「
土
浦
市
」
が
18

・

6
％

で
あ
り
、
年
齢
層
が
上
が
る
に
つ
れ
て
「
市

内
」
の
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

最
も
よ
く
行
く
店
舗
で
は
、
千
代
田
地
区
に

立
地
す
る
店
舗
が
多
い
も
の
の
、
日
常
的
に

他
市
で
買
い
物
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
90
・
9
％
が
「
自
家
用
車
（
家
族
な
ど
に

よ
る
送
迎
を
含
む
）
」
で
、
次
い
で
「
自
転

車
」
が
３
・
９
％
で
し
た
。
買
い
物
先
ま
で
の

所
要
時
間
は
「
10
～
20
分
」
が
32
・
4
％
と

最
も
高
く
、
買
い
物
先
の
徒
歩
圏
の
許
容
範

囲
と
し
て
は
「
5
～
10
分
未
満
」
が
40
・
1
％

で
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

　
高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
、
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
取
り
組
む

べ
き
施
策
と
し
て
「
徒
歩
圏
で
生
活
で
き
る

居
住
環
境
の
整
備
」
が
最
も
高
く
、
次
い
で

「
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
」
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

 

「
土
浦
市
」
が
51
・
1
％
で
過
半
数
、
次
い

で
「
市
内
」
が
26
・
8
％
、
「
石
岡
市
」
が
６
・

６
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
層
が
上

が
る
に
つ
れ
て
「
市
内
」
の
割
合
が
高
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
で
は
、
43
・
６
％
が
公
園
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
公
園
よ

り
も
市
外
の
公
園
の
利
用
割
合
の
方
が
高
く
、

緑
の
豊
か
さ
や
遊
具
な
ど
、
子
ど
も
が
遊
べ

る
公
園
環
境
を
重
視
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

　
重
要
度
が
高
く
、
満
足
度
が
低
い
重
点
改

善
項
目
に
は
、「
空
き
家
な
ど
の
管
理
お
よ
び

抑
制
対
策
」
、「
ま
ち
の
防
犯
対
策
」
、「
交
通

安
全
対
策
」
な
ど
の
６
項
目
が
該
当
し
ま
す
。

回 

収 

率:

調
査
方
法:

対
象
者
数:

調
査
対
象:

40
・
5
％（
1
2
1
5
票
）

郵
送
に
よ
る
配
付
回
収

3
0
0
0
人（
無
作
為
）

市
内
在
住
の
16
歳
以
上

▼立地適正化計画のイメージ 域
」
、
さ
ら
に
は
誘
導
す
る
た
め
の
施
策
な
ど

を
設
定
・
公
表
し
ま
す
。
計
画
は
お
お
む
ね

20
年
後
を
見
据
え
た
も
の
と
し
、
令
和
2
年

度
中
の
公
表
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
誘
導
区
域
外
で
誘
導
施
設
を
建
築
す
る
と

き
な
ど
は
、
届
出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
十
分
な
情

報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今

4

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
向
と
し
て
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
進
め

る
上
で
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

掲
載
し
て
い
る
結
果
は
一
部
の
も
の
に
な
り
ま

す
。全
体
の
結
果
や
立
地
適
正
化
計
画
の
概
要

な
ど
、ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

かすみがうら

ス． 学校など教育施設の立地

セ． 図書館など文化施設の立地

ソ． 運動・スポーツ施設の立地

タ． �緑や水辺などの豊かな自然

環境

チ． 自然的景観の美しさ

ツ． 街並み景観の美しさ

テ． 宅地の広さやゆとり

ト ． 騒音、悪臭などの公害対策

ナ． 交通安全対策

ニ． 自然災害に対する防災対策

ヌ． まちの防犯対策

ネ． 空き家などの管理および

     抑制対策

重点改善項目

改善項目

重点維持項目

維持項目

満足度

重
要
度

高低

低

高

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
位
置
付
け
と
な

る
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
計
画
は
、
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
、緩
や
か
な
誘
導
を
図
る
も
の
で
あ
り
、

強
い
規
制
を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

居住誘導区域（　　　　の部分）は市街化区域の内側に、都市機能誘導区域（　　　　
の部分）は居住誘導区域の内側に設定します。
将来に渡って人口密度を維持し、公共施設やスーパーマーケット、診療所などがまと
まって立地することで、高齢者や次世代を担う子どもたちが快適に生活できるまちを目
指します。また、公共交通による中心拠点へのアクセスの構築を図ります。

問 

都
市
整
備
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

かすみがうら5

7,535 6,705 6,198 5,889 5,410 4,845 4,366 3,939 3,646 3,435

31,133 30,815
29,445

27,543
25,127

23,284 22,076 20,917 19,504
17,571

6,618 7,689
8,750

10,023
11,654

12,603
12,623

12,369
12,060

12,089

45,288 45,229 44,603 43,553
42,191

40,732
39,065

37,225
35,210

33,095

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

1995
平成7年

2000
平成12年

2005
平成17年

2010
平成22年

2015
平成27年

2020
平成32年

2025
平成37年

2030
平成42年

2035
平成47年
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年齢３区分別の人口推移と将来推計（年齢３区分別）

年少人口(0-14歳) 生産年齢人口(15-64歳) 老年人口(65歳以上) 人口総数

※年齢不詳者は含まれていないため、人口総数と相違する場合があります。


